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尾道地区保護司会

　会長　木村　修二

　新春を迎え,謹んでご挨拶申し上げます。
　保護司会の皆様方には,平素から警察業務へのご理解ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　皆様方は,未だ新型コロナウイルス感染症の収束が見えず不安な情勢が続く中,犯罪をした者,非行の
ある少年の改善厚生を助けるとともに,犯罪の予防のため世論の啓発に努めるという崇高な使命を
もって,地元で御活躍されておられます。
　県警で目指している「安心安全を県民とともに築く力強い警察」を達成するには,まさしく皆様方
の「更生活動」と「犯罪予防啓発活動」が何より重要であり,そのご労苦に改めて敬意を表する次第
であります。
　県警では,本年は昨年より一層の交通死亡事故と特殊詐欺被害を減らそうという取組に力を入れる
こととしています。
　尾道警察署管内では,交通死亡事故に関しては昨年は一昨年より減少したものの,残念ながら,１件発
生しています。０件とはならなかったのですが減少することは良い傾向にあり,これも皆様方を含め
市民の皆様の交通安全意識の高さによるものと感じております。
　特殊詐欺の被害につきましてはこれも一昨年より被害件数,被害金額は下回っていますが,被害総額
は3500万円以上であり,被害者の７割が65歳以上の高齢者という実態があり危機的状況であることは
変わらず,まだまだ市民の皆様に特殊詐欺という犯罪について更に広報していかねばならないと感じ
ているところです。
　特殊詐欺被害防止のためには,先ず「電話による医療費の還付金があるとか,宝くじに当たったとか
金目の話はすべて詐欺だよ。」と,これらの電話でのお金の話に騙されないようにと,ご近所の皆さん
にロコミでも良いですから,広めていただきたいと思っております。
　昨年の尾道警察署における特殊詐欺被害防止に関する取り組みとしては,尾道市立大学様とコラボ
した被害防止ポスターの制作,尾道市内タクシー協力会様との連携協定締結と官民一体となった取り
組みを実施しました。
　また近年,間題となっている犯罪として高齢者による万引き犯罪が多くなっている現状がありま
す。この間題は,検挙すればよいということではなく,その背景にある生活環境と規範意識の低下間題
を解決しなければならないという難しい面があり,更生を支える皆様のお力添えをお願いしたいとこ
ろであります。
　本年も,尾道警察署は特殊詐欺被害防止を始め,各種犯罪被害防止そして交通事故防止に全力を尽く
していく所存であります。これらの取り組みに関しましては,やはり地元に密着されておられます皆
様方とより緊密な情報共有を図り,連携を密にして明るい社会づくりを進めて参りたいと思っており
ます。本年も引き続きご協力の程よろしくお願い致 します。
　皆様方にとって令和５年が充実した一年になることを祈念しまして,新年のご挨拶とさせていた だ
きます。

　新年明けましておめでとうございます。更生保護関係者の皆様方におかれましては、令和５年の
新春をご家族おそろいで、穏やかにお迎えになられたことと心からお慶び申し上げますと共に、ご
健勝・ご多幸をご祈念申し上げます。
　昨年は、保護司会では、役員改選により、浅学菲才の私が会長に選任されましたが、役員をはじ
め、会員の皆様方の温かいご支援とご協力をいただき、令和４年度の事業計画に沿って順調に推進
できておりますことを心から感謝しています。
　また、会長として初めての新年を迎え、思えば平成２４年度役員選考会で、高垣哲明副会長から
事務局次長への強い推薦をいただき、今日まで理事として、多くの事を学び、人として、成長する
ことが出来たように思って、改めて身の引き締まる思いであります。
　活動を振り返りますと、新型コロナ禍で２年間中止していました現地研修会・他都市保護司会と
の交流会を実施し、児童自立支援施設県立広島学園の研修を受けることが出来ました。また、東広
島地区保護司会との情報交換では、社会を明るくする運動に力を入れている様子や独自に、顕彰式
の伝達式を行い懇親会を行っている等参考になる行事を多く行っていることを知ることが出来まし
た。計画を立案・進行していただいた事務局員・研修部会・総務部会の部会員さんありがとうござ
いました。
　矯正展についても、２年ぶりに、尾道刑務支所の判断で、場所を変えての開催をし、更生保護団
体が、協力して更生保護活動を広報、バザー活動等新鮮な矯正展となりました。保護司会として
も、広報活動のいい機会となったように思っています。
　広島県更生保護功労者顕彰式は、広島ガーデンパレスにおいて、約１１０人の方々のご参集で執
り行われました。功労者に対する顕彰を行うとともに、犯罪や非行の防止及び罪を犯した人を地域
社会に受け入れ、多様性と包摂性のある共生社会を実現する責務を再認識する会になりました。受
章した方々には、誠におめでとうございました。
　社会を明るくする運動については、各分会での広報車による広報活動・街頭宣伝活動・ミニ集会
等地道な活動を継続していただき感謝申し上げます。
　本年も昨年同様な活動ができますようまた、知恵を出していただき新しい活動を期待していま
す。
　結びになりましたが、今後とも皆様方と更生保護の進むべき方向性を共有し、諸課題に取り組ん
でまいりたいと存じます。会員皆様方のご支援・ご協力を賜りますようお願いいたします。

2



新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶新年のご挨拶

尾道市警察署

　署長　大野   勝俊

　新春を迎え,謹んでご挨拶申し上げます。
　保護司会の皆様方には,平素から警察業務へのご理解ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　皆様方は,未だ新型コロナウイルス感染症の収束が見えず不安な情勢が続く中,犯罪をした者,非行の
ある少年の改善厚生を助けるとともに,犯罪の予防のため世論の啓発に努めるという崇高な使命を
もって,地元で御活躍されておられます。
　県警で目指している「安心安全を県民とともに築く力強い警察」を達成するには,まさしく皆様方
の「更生活動」と「犯罪予防啓発活動」が何より重要であり,そのご労苦に改めて敬意を表する次第
であります。
　県警では,本年は昨年より一層の交通死亡事故と特殊詐欺被害を減らそうという取組に力を入れる
こととしています。
　尾道警察署管内では,交通死亡事故に関しては昨年は一昨年より減少したものの,残念ながら,１件発
生しています。０件とはならなかったのですが減少することは良い傾向にあり,これも皆様方を含め
市民の皆様の交通安全意識の高さによるものと感じております。
　特殊詐欺の被害につきましてはこれも一昨年より被害件数,被害金額は下回っていますが,被害総額
は3500万円以上であり,被害者の７割が65歳以上の高齢者という実態があり危機的状況であることは
変わらず,まだまだ市民の皆様に特殊詐欺という犯罪について更に広報していかねばならないと感じ
ているところです。
　特殊詐欺被害防止のためには,先ず「電話による医療費の還付金があるとか,宝くじに当たったとか
金目の話はすべて詐欺だよ。」と,これらの電話でのお金の話に騙されないようにと,ご近所の皆さん
にロコミでも良いですから,広めていただきたいと思っております。
　昨年の尾道警察署における特殊詐欺被害防止に関する取り組みとしては,尾道市立大学様とコラボ
した被害防止ポスターの制作,尾道市内タクシー協力会様との連携協定締結と官民一体となった取り
組みを実施しました。
　また近年,間題となっている犯罪として高齢者による万引き犯罪が多くなっている現状がありま
す。この間題は,検挙すればよいということではなく,その背景にある生活環境と規範意識の低下間題
を解決しなければならないという難しい面があり,更生を支える皆様のお力添えをお願いしたいとこ
ろであります。
　本年も,尾道警察署は特殊詐欺被害防止を始め,各種犯罪被害防止そして交通事故防止に全力を尽く
していく所存であります。これらの取り組みに関しましては,やはり地元に密着されておられます皆
様方とより緊密な情報共有を図り,連携を密にして明るい社会づくりを進めて参りたいと思っており
ます。本年も引き続きご協力の程よろしくお願い致 します。
　皆様方にとって令和５年が充実した一年になることを祈念しまして,新年のご挨拶とさせていた だ
きます。

　新年明けましておめでとうございます。更生保護関係者の皆様方におかれましては、令和５年の
新春をご家族おそろいで、穏やかにお迎えになられたことと心からお慶び申し上げますと共に、ご
健勝・ご多幸をご祈念申し上げます。
　昨年は、保護司会では、役員改選により、浅学菲才の私が会長に選任されましたが、役員をはじ
め、会員の皆様方の温かいご支援とご協力をいただき、令和４年度の事業計画に沿って順調に推進
できておりますことを心から感謝しています。
　また、会長として初めての新年を迎え、思えば平成２４年度役員選考会で、高垣哲明副会長から
事務局次長への強い推薦をいただき、今日まで理事として、多くの事を学び、人として、成長する
ことが出来たように思って、改めて身の引き締まる思いであります。
　活動を振り返りますと、新型コロナ禍で２年間中止していました現地研修会・他都市保護司会と
の交流会を実施し、児童自立支援施設県立広島学園の研修を受けることが出来ました。また、東広
島地区保護司会との情報交換では、社会を明るくする運動に力を入れている様子や独自に、顕彰式
の伝達式を行い懇親会を行っている等参考になる行事を多く行っていることを知ることが出来まし
た。計画を立案・進行していただいた事務局員・研修部会・総務部会の部会員さんありがとうござ
いました。
　矯正展についても、２年ぶりに、尾道刑務支所の判断で、場所を変えての開催をし、更生保護団
体が、協力して更生保護活動を広報、バザー活動等新鮮な矯正展となりました。保護司会として
も、広報活動のいい機会となったように思っています。
　広島県更生保護功労者顕彰式は、広島ガーデンパレスにおいて、約１１０人の方々のご参集で執
り行われました。功労者に対する顕彰を行うとともに、犯罪や非行の防止及び罪を犯した人を地域
社会に受け入れ、多様性と包摂性のある共生社会を実現する責務を再認識する会になりました。受
章した方々には、誠におめでとうございました。
　社会を明るくする運動については、各分会での広報車による広報活動・街頭宣伝活動・ミニ集会
等地道な活動を継続していただき感謝申し上げます。
　本年も昨年同様な活動ができますようまた、知恵を出していただき新しい活動を期待していま
す。
　結びになりましたが、今後とも皆様方と更生保護の進むべき方向性を共有し、諸課題に取り組ん
でまいりたいと存じます。会員皆様方のご支援・ご協力を賜りますようお願いいたします。
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　令和４年11月11日（金）広島ガーデンパレスに於いて開催されました。
　今年も、昨年同様、新型コロナ感染症対策として、法務大臣表彰者以外は、代表者受章として、
各地区からの選抜された方々の表彰式となりました。参列者は、総勢110人で、尾道地区保護司会
からは、木村のみの参加となりました。また、尾道地区更生保護女性会杉原静子会長は、中国地方
更生保護委員会委員長感謝状を代表受章されました。
　保護司関係者の今年度表彰は、全国保護司連盟理事長表彰の黒瀬正人保護司他20名の方々が受章
されました。誠に、おめでとうございます。
　県内の更生保護関係者が一堂に会し、更生保護功労者に対する顕彰を行うと共に、罪を犯した人
を地域社会に受け入れ、包摂性のある共生社会を実現するという我々が担うべき役割と責務を再確
認する顕彰式でした。
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　新年あけましておめでとうございます。
　平素は、当支所の運営に対して御理解と御協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　また、尾道地区保護司会の皆様の熱心な更生保護活動への取組に対しまして敬意を表しますとと
もに、被収容者の円滑な改善更生、社会復帰に多大なご尽力を賜り、併せて御礼申し上げます。
　さて、令和４年６月に懲役と禁錮を「拘禁刑」として一本化する改正刑法が成立すると同時に、
刑事収容施設法も改正されました。刑務所の真の目的は受刑者の社会復帰であることをうたう法律
ですが、支援の在り方がより具体的に示されました。刑務所は受刑者の出所後の住居の確保や就
労、就学をサポートする出口支援の責任を担うことが明記され、刑務所は地域社会への橋渡し役を
務め、確かな社会復帰を見届けなければなりません。
　これまでの刑務所は、塀の中で受刑者を管理、指導してきましたが、社会に出て業務を行うこと
になります。これまでと同様に、刑務所に収容されている間に、受刑者自身の改善更生の意欲を喚
起させ、社会生活に適応する能力を身に付けさせる働きかけをより一層強固にするとともに、保護
観察所を始めとする関係機関との連携が不可欠であるのは言うまでもなく、まさに直接彼らを御支
援する保護司会の皆様の御協力がなければ、息の長い支援、継続的な社会定着は実現しないことと
思います。
　我々も見知った顔が再入するたびに、自らの指導や支援に間違いがなかったか自問自答する日々
です。保護司会の皆様も、同様の思いになられたこともあるのではないでしょうか。それでもどう
か彼らを見捨てずに我々とともに、地域社会での彼らの「居場所」が確保されるよう、より一層の
お力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、尾道地区保護司会の一層の御発展と、皆様の益々の御健勝と御活躍を祈念
いたします。

尾道刑務支所

　支所長　高橋   浩幸
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令和４年度広島県更生保護功労者顕彰式に参加して
会長　木村　修二

　令和４年11月11日（金）広島ガーデンパレスに於いて開催されました。
　今年も、昨年同様、新型コロナ感染症対策として、法務大臣表彰者以外は、代表者受章として、
各地区からの選抜された方々の表彰式となりました。参列者は、総勢110人で、尾道地区保護司会
からは、木村のみの参加となりました。また、尾道地区更生保護女性会杉原静子会長は、中国地方
更生保護委員会委員長感謝状を代表受章されました。
　保護司関係者の今年度表彰は、全国保護司連盟理事長表彰の黒瀬正人保護司他20名の方々が受章
されました。誠に、おめでとうございます。
　県内の更生保護関係者が一堂に会し、更生保護功労者に対する顕彰を行うと共に、罪を犯した人
を地域社会に受け入れ、包摂性のある共生社会を実現するという我々が担うべき役割と責務を再確
認する顕彰式でした。

　新年あけましておめでとうございます。
　平素は、当支所の運営に対して御理解と御協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。
　また、尾道地区保護司会の皆様の熱心な更生保護活動への取組に対しまして敬意を表しますとと
もに、被収容者の円滑な改善更生、社会復帰に多大なご尽力を賜り、併せて御礼申し上げます。
　さて、令和４年６月に懲役と禁錮を「拘禁刑」として一本化する改正刑法が成立すると同時に、
刑事収容施設法も改正されました。刑務所の真の目的は受刑者の社会復帰であることをうたう法律
ですが、支援の在り方がより具体的に示されました。刑務所は受刑者の出所後の住居の確保や就
労、就学をサポートする出口支援の責任を担うことが明記され、刑務所は地域社会への橋渡し役を
務め、確かな社会復帰を見届けなければなりません。
　これまでの刑務所は、塀の中で受刑者を管理、指導してきましたが、社会に出て業務を行うこと
になります。これまでと同様に、刑務所に収容されている間に、受刑者自身の改善更生の意欲を喚
起させ、社会生活に適応する能力を身に付けさせる働きかけをより一層強固にするとともに、保護
観察所を始めとする関係機関との連携が不可欠であるのは言うまでもなく、まさに直接彼らを御支
援する保護司会の皆様の御協力がなければ、息の長い支援、継続的な社会定着は実現しないことと
思います。
　我々も見知った顔が再入するたびに、自らの指導や支援に間違いがなかったか自問自答する日々
です。保護司会の皆様も、同様の思いになられたこともあるのではないでしょうか。それでもどう
か彼らを見捨てずに我々とともに、地域社会での彼らの「居場所」が確保されるよう、より一層の
お力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、尾道地区保護司会の一層の御発展と、皆様の益々の御健勝と御活躍を祈念
いたします。

表　彰　名 表彰者氏名（敬称略）
全国保護司連盟理事長

中国地方更生保護委員会委員長

中国地方保護司連盟会長

広島保護観察所長

広島保護観察所長（家族功労）

広島保護司連合会長

黒瀬正人　　古本幸雄

安藤洋敏　　柏原　功　　手島常俊　　橋本晶子　　村上弘二

藤井　潔　　平山典子　　筒井　信

下兼繰勉

御藤糸子（良基）　　小田由美（秋良）　　村上　孝（美鈴）

大上　浩　　重森賢次郎　　葉名真紀　　比屋真司　　槙村廣郎

水ノ上登紀子　　山本浩矢
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　“社会を明るくする運動”は、法務省が主唱し、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人達の更生につ
いて理解を深め、犯罪や非行のない「明るい社会」を築こうとする全国的な運動です。
　“社会を明るくする運動”作文・標語コンテストは、次世代を担う小・中学生に、日常の家庭生
活・学校生活の中で体験したことを基に、作文や標語を作っていただくことで、この運動に理解を
深めてもらうことを目的にしています。今回のコンテストには、尾道市内の小学校から741点の作文
並びに、中学校から367点の作文と、166点の標語というたくさんの応募をいただき、その中より各
学校から小学校47点・中学校33点の作文と11点の標語の推薦をいただきました。
　これらの作品について、尾道地区保護司会・尾道地区更生保護女性会の選考委員で審査した結
果、作文（小学生８点・中学生８点）、標語(中学生８点)を入選作品として選考しました。また、そ
れぞれの部門ごと２点ずつを、広島県推進委員会に推薦しました。
　各部門の優秀作品に、尾道市長賞・尾道市教育委員会賞・尾道地区保護司会会長賞・尾道地区更
生保護女性会会長賞として表彰し、そのほかの入選作品は優秀賞として表彰いたしました。また県
への推薦で、中学校作文の部は長江中学校３年湯浅愛香さんの作品「小さな社会・大きな明るさ」
が、広島保護観察所長賞に選ばれました。応募作品には、自らが体験したことや、そのことを通し
て感じたこと考えたことが、しっかりと書かれたものが多くありました。

第７2回“社会を明るくする運動”
作文及び標語コンテストについて

学校連携事務統括者　内海　一彦

１
２
３
４
５
６
７
８

尾道市長賞
尾道市教育委員会賞
尾道地区保護司会会長賞
尾道地区更生保護女性会会長賞
入選
入選
入選
入選

日比崎小
瀬戸田小
西藤小
長江小
土堂小
御調西小
御調中央小
向島中央小

６年
６年
６年
５年
６年
５年
６年
５年

藤井　陽菜
松岡　建吾
信岡　あかり
平住　奏太
大石　七花
宮丸　雄飛
田中　宥人
水野　和香

（小学校）
１
２
３
４
５
６
７
８
９

広島保護観察所長賞
尾道市長賞
尾道市教育委員会賞
尾道地区保護司会会長賞
尾道地区更生保護女性会会長賞
入選
入選
入選
入選

長江中

向島中
久保中
高西中
栗原中
日比崎中
向島中
高西中 

３年

３年
３年
３年 
３年 
１年 
１年 
２年 

湯浅　愛香

木曽　願生
波多　結花
桑原　玲来
高橋　慧
林　真樹
村上　薫
平野　結菜

（中学校）
作文入賞者

１
２
３
４
５
６
７
８

尾道市長賞
尾道市教育委員会賞
尾道地区保護司会会長賞
尾道地区更生保護女性会会長賞
入選
入選
入選
入選

因北中
長江中 
因北中 
長江中 
御調中 
久保中 
因北中 
久保中 

２年
２年
３年
２年
２年
３年
３年
３年

井川　栞
新居　央涼
松浦　夢姫
大村　未來
東　晴哉
恵谷　美羽
作田　菜々子
安松　健誠

標語入賞者

尾道地区伝達表彰式・発表会 ・日時：１２月１1日（日）１３時３０分～　
・会場：向島愛あいセンター ２階第２会議室 　尾道市向島町５８８８－１

　尚、これら入選作品は、「入選作文・標語集」としてまとめました。一人でも多くの人に読んで頂
き、犯罪や非行のない明るい社会づくりに役立てていただきたいと思います。
また、入選者の「表彰式並びに作文・標語発表会」を次の通り実施いたしました。

　新型コロナウイルスの感染拡大は、依然として続いておりますが、本年度も引き続き、感染予防
対策をしながら地域活動部会の事業に取り組んでおります。
　街頭広報活動（チラシ・グッズ配布）は、３年振りに実施しました。保護司全員、更生保護女性
会、OB会の方々のご協力を賜り、市内９ヶ所で活動をして無事に終える事が出来ました。
　又、広報車による広報活動も、各分会毎、中学校区単位１1ヵ所を巡回しました。今回から放送内
容を一新し、第７１回作文・標語コンテストで市長賞を受賞された生徒の標語を取り入れた内容
で、県立尾道商業高校のアナウンス部にお願いし、録音していただいたものを使用して放送しまし
た。
　地域の皆様には尾道地区保護司会の取り組みに関心を持って頂きたいと願っております。
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

第１分会 第 2分会 第 3分会 第 4分会

◎広報車による広報活動

10月4日 吉和・日比崎中学校区
10月5日 向島・向東中学校区

10月11日 因北中学校区
10月11日 因島南中学校区
10月17日 瀬戸田中学校区

11月14日 栗原中学校区
11月14日 御調中学校区
11月14日 美木中学校区

9月28日 高西中学校区
9月29日 長江中学校区
9月30日 久保中学校区

第 １ 分 会

第 ４ 分 会

第 ２ 分 会

第 ３ 分 会
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　“社会を明るくする運動”は、法務省が主唱し、犯罪や非行の防止と、罪を犯した人達の更生につ
いて理解を深め、犯罪や非行のない「明るい社会」を築こうとする全国的な運動です。
　“社会を明るくする運動”作文・標語コンテストは、次世代を担う小・中学生に、日常の家庭生
活・学校生活の中で体験したことを基に、作文や標語を作っていただくことで、この運動に理解を
深めてもらうことを目的にしています。今回のコンテストには、尾道市内の小学校から741点の作文
並びに、中学校から367点の作文と、166点の標語というたくさんの応募をいただき、その中より各
学校から小学校47点・中学校33点の作文と11点の標語の推薦をいただきました。
　これらの作品について、尾道地区保護司会・尾道地区更生保護女性会の選考委員で審査した結
果、作文（小学生８点・中学生８点）、標語(中学生８点)を入選作品として選考しました。また、そ
れぞれの部門ごと２点ずつを、広島県推進委員会に推薦しました。
　各部門の優秀作品に、尾道市長賞・尾道市教育委員会賞・尾道地区保護司会会長賞・尾道地区更
生保護女性会会長賞として表彰し、そのほかの入選作品は優秀賞として表彰いたしました。また県
への推薦で、中学校作文の部は長江中学校３年湯浅愛香さんの作品「小さな社会・大きな明るさ」
が、広島保護観察所長賞に選ばれました。応募作品には、自らが体験したことや、そのことを通し
て感じたこと考えたことが、しっかりと書かれたものが多くありました。

１
２
３
４
５
６
７
８

尾道市長賞
尾道市教育委員会賞
尾道地区保護司会会長賞
尾道地区更生保護女性会会長賞
入選
入選
入選
入選

日比崎小
瀬戸田小
西藤小
長江小
土堂小
御調西小
御調中央小
向島中央小

６年
６年
６年
５年
６年
５年
６年
５年

藤井　陽菜
松岡　建吾
信岡　あかり
平住　奏太
大石　七花
宮丸　雄飛
田中　宥人
水野　和香

（小学校）
１
２
３
４
５
６
７
８
９

広島保護観察所長賞
尾道市長賞
尾道市教育委員会賞
尾道地区保護司会会長賞
尾道地区更生保護女性会会長賞
入選
入選
入選
入選

長江中

向島中
久保中
高西中
栗原中
日比崎中
向島中
高西中 

３年

３年
３年
３年 
３年 
１年 
１年 
２年 

湯浅　愛香

木曽　願生
波多　結花
桑原　玲来
高橋　慧
林　真樹
村上　薫
平野　結菜

（中学校）
作文入賞者

１
２
３
４
５
６
７
８

尾道市長賞
尾道市教育委員会賞
尾道地区保護司会会長賞
尾道地区更生保護女性会会長賞
入選
入選
入選
入選

因北中
長江中 
因北中 
長江中 
御調中 
久保中 
因北中 
久保中 

２年
２年
３年
２年
２年
３年
３年
３年

井川　栞
新居　央涼
松浦　夢姫
大村　未來
東　晴哉
恵谷　美羽
作田　菜々子
安松　健誠

標語入賞者

尾道地区伝達表彰式・発表会 ・日時：１２月１1日（日）１３時３０分～　
・会場：向島愛あいセンター ２階第２会議室 　尾道市向島町５８８８－１

　尚、これら入選作品は、「入選作文・標語集」としてまとめました。一人でも多くの人に読んで頂
き、犯罪や非行のない明るい社会づくりに役立てていただきたいと思います。
また、入選者の「表彰式並びに作文・標語発表会」を次の通り実施いたしました。

　新型コロナウイルスの感染拡大は、依然として続いておりますが、本年度も引き続き、感染予防
対策をしながら地域活動部会の事業に取り組んでおります。
　街頭広報活動（チラシ・グッズ配布）は、３年振りに実施しました。保護司全員、更生保護女性
会、OB会の方々のご協力を賜り、市内９ヶ所で活動をして無事に終える事が出来ました。
　又、広報車による広報活動も、各分会毎、中学校区単位１1ヵ所を巡回しました。今回から放送内
容を一新し、第７１回作文・標語コンテストで市長賞を受賞された生徒の標語を取り入れた内容
で、県立尾道商業高校のアナウンス部にお願いし、録音していただいたものを使用して放送しまし
た。
　地域の皆様には尾道地区保護司会の取り組みに関心を持って頂きたいと願っております。
皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

“第７2回社会を明るくする運動”の
広報宣伝活動について

地域活動部会長　杉原　正子

第１分会 第 2分会 第 3分会 第 4分会

◎広報車による広報活動

10月4日 吉和・日比崎中学校区
10月5日 向島・向東中学校区

10月11日 因北中学校区
10月11日 因島南中学校区
10月17日 瀬戸田中学校区

11月14日 栗原中学校区
11月14日 御調中学校区
11月14日 美木中学校区

9月28日 高西中学校区
9月29日 長江中学校区
9月30日 久保中学校区

第 １ 分 会

第 ４ 分 会

第 ２ 分 会

第 ３ 分 会
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　去る１０月２０日，令和４年度の現地視察が実施されました。内容
は，広島県立広島学園（東広島市八本松町）の視察と，東広島地区
保護司会との交流です。参加者は総勢３０名（保護司２６，更生保護
女性会３，協力雇用主会１）でした。
　先ず,児童自立支援施設広島県立広島学園について報告します。
　同学園の説明は臼井直希自立支援課長により，施設内に設置され
た東広島市立もみじ小・中学校（平成２７年開校）において行われま
した。
　課長の説明によれば，児童自立支援施設は児童福祉法が定める施設で，「不良行為をなし，またはなすおそれ
がある」こと，「家庭環境その他の理由により生活指導等を要する児童」であることも入所対象になっているとの
ことでした。このような施設は全国に５８か所（内国立は２）あり，殆どが解放処遇です（国立のみ一部施錠あ
り）。しかし，その処遇では児童自立支援の目的を達成することが出来なければ，行動の自由を制限する強制的措
置を執りうる国立の施設（施錠・精神科医在勤）に移されることもあるとのこと（新たに児童相談所・家庭裁判所
の関与要）。課長によれば，少年院のちょっと緩くなったものだけれど，枠のある生活を強いられて自由度は低く，
少年院に近い施設ではあるということでした。
　広島学園の大きな変化として，児童が入居する寮が，小舎夫婦制から交替勤務制へ移行したことが挙げられま
した。以前は，指導員の夫婦が小寮に居住し，児童と２４時間生活を共にして生活の世話と指導を行うという形
態でしたが，夫婦指導員を募集しても応募がないことから，平成７年に移行したということです。その機に，寮も現
在の形に建て替えられました。
　現在寮舎は，男子寮２，女子寮１，特別寮１（新入者用等），入所児童は２２名（定員７０名）います。
　参加者からの質問に課長が答える中で，施設の実情の一部を知ることができました。
　施設には小学生も入所しています。甘えたい児童に対して指導員は身体接触はしないという方針で，就寝前に
宿直の指導員が個別にじっくりと話しを聞くということで対応しているとのことでした。
　暴れる児童もおり職員が骨折したこともあるが，平静なときに周囲に認められるような方法で感情の発散をする
よう地道に指導しているという。それでも問題が繰り返されるようだと，国立の施設への移管（児相・家裁関与）
を検討するそうです。
　参加者から，担当した少年が元学園生であったが，親が勝手に連れて帰り戻さなかったという事例が報告され
ました。課長によれば，施設入所は最終的には親の同意が必要で，親が同意を撤回したら入所を継続させること
は難しいということでした。
　また，児童よりも親の方が問題で，親の指導が必要との意見もありました。課長によれば，親子の宿泊面会を
特別寮で実施する中で，お互いに言えなかったことを言えるようになり，関係修復に繋がる場合もあるということで
した。しかし，親への指導には限界があり，児童の方が変わる可能性が大きいので，その指導を重視しているとい
うことでした。
　児童の卒業学校名についても質問がありました。学園ではもみじ学校に在籍していても卒業時には原籍校に戻
るので，高校進学時の内申書には原籍校名が記載されるということです。入試において，不利益を受けることがな
いように配慮されているということでした。
　見学時児童は授業中，学校は工事中，コロナ感染予防等の観点から，校内の見学はできず児童を遠目からでも
見ることはできませんでした。参加者からは，そのことが残念であったという感想が述べられていました。
　昼食は西条ＨＡＫＵＷＡホテルで戴きました。ホテルでの食事は，お刺身が美味しいと大好評でした。
　昼食後，東広島地区保護司会との交流会を同ホテルで１時間30分実施しました。東広島地区からは会長，事
務局長，総務担当，会計担当者の４名が出席されました。東広島地区の組織は，総務部など５部会，西条町など
９町の町分会にそれぞれ会員が属し，活動をしていました。
　交流会は時間の制約もあり，事前に質問事項を送付させてい
ただき，質疑応答形式で実施しました。サポートセンターの運営
方法，部会活動，町（分会）活動，研修会出席率向上対策など
盛りだくさんの応答で，あっという間に交流会が終了しました。
　帰路のバスの中，上野研修部会長の司会で参加者から，それ
ぞれ感想が発表され，有意義な１日が終了しました。
　来年の現地研修は，１泊２日の研修が予定されていますの
で，会員の皆様の参加を期待しています。

令和４年度現地研修及び他地区保護司会との交流
研修部会　吉兼　昭子
総務部会　金森　　泉

　平成23年12月１日付で保護司に委嘱されて11
年が経過しました。令和５年11月末をもって、
満齢退任になる予定です。
　私に保護司を薦められたのは、保護司の大先
輩の村上秀雄氏が私の友人（同級生）を指名
し、説得に行かれましたが、その友人は、たま
たま、65歳になったばかりで保護司の委嘱の条
件が合わず、早生まれの64歳であった私のとこ
ろにおはちが回って来ました。大先輩や友人の
頼みでもあり引き受けることにいたしました。
　また、説得にあたり「私たちの地区は、環境
もよく温厚な人たちが多く、犯罪も少なく、対
象者を受け持つことは殆どない」とのことでし
た。
　ところが、１人目は、平成24年10月には、懲
役３年でしたが、刑期終了前３か月で仮釈放と
なった他町の対象者を生活環境調整と保護観察
を同時に引き受けることになりました。
　２人目は、保護観察期間平成27年１月から平
成31年１月の対象者（青森県）が仕事の都合で
28年８月に因島に転勤してきたため、私が残り
の期間を受け持つことになりました。ところ
が、12月に他の地域に仕事の都合で転勤となり
５か月で担当を終えました。
　３人目は、長崎県の佐世保から因島に仕事の
関係で来ていた52歳の対象者を平成29年１月か
ら受け持つことになりました。この人は、平成
９年ころから覚せい剤の所持と使用で数回刑務
所にお世話になっていました。初回の面接で
は、刺青が服から出ていて強面の人でしたが、
姿勢が良く質問には、しっかり受け答えをして
くれたので、心持安心して面接ができました。
ところが２月末に、この人も仕事と確定申告の
ため、佐世保に帰り２か月で終了しました。
　４人目は、平成30年８月から他地域の20代前

半の青年を令和２年７月まで３年間担当しまし
た。彼は両親が離婚して母親と２人暮らしでし
たが、出所してから親戚の紹介もあり、仕事に
就くことができました。勤務状態もよく仕事に
必要な資格は進んで取得し、草野球やビーチバ
レー・スノーボードなど身体を動かすことが好
きなようでした。事件を起こしたのは、彼女に
ちょっかいをかけた男性に暴力をふるい恐喝を
したためでした。少し短気なところがありました
が、収入は小遣い以外母親に預けており「もう
刑務所には行きたくない。将来、家庭を持ち、 
自分で事業をしたい。」とのことなので、「先
ずは資金をためること。人間、最初から丸い人
はいない。人生をいろんなことに挑戦し経験す
ることで三角から四角になり、角が取れて丸く
なっていくので頑張れ。」とアドバイスをした
こともありました。
　５人目は、令和３年３月に生活環境調査と10
月から保護観察を行いました。令和４年６月に
終わりましたが、20代後半の青年を担当するこ
とになりました。保護司になって、初めて担当
する地域の対象者を持ち、なんとなく親近感を
覚えました。
　他の保護司さんと比較すれば、この11年で担
当した件数は少なめだったかもしれませんが、 
地域の各種団体やこれまでの活動から引き継い
だ役職が多くある中で、「人との接し方や、相
手を思いやる気持ち」などはずいぶん成長させ
ていただいたと感謝しています。
　余すところ１年ですが、嬉しさの反面まだま
だ成長しなければと思う今日この頃です。

保護司の
記録
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　去る１０月２０日，令和４年度の現地視察が実施されました。内容
は，広島県立広島学園（東広島市八本松町）の視察と，東広島地区
保護司会との交流です。参加者は総勢３０名（保護司２６，更生保護
女性会３，協力雇用主会１）でした。
　先ず,児童自立支援施設広島県立広島学園について報告します。
　同学園の説明は臼井直希自立支援課長により，施設内に設置され
た東広島市立もみじ小・中学校（平成２７年開校）において行われま
した。
　課長の説明によれば，児童自立支援施設は児童福祉法が定める施設で，「不良行為をなし，またはなすおそれ
がある」こと，「家庭環境その他の理由により生活指導等を要する児童」であることも入所対象になっているとの
ことでした。このような施設は全国に５８か所（内国立は２）あり，殆どが解放処遇です（国立のみ一部施錠あ
り）。しかし，その処遇では児童自立支援の目的を達成することが出来なければ，行動の自由を制限する強制的措
置を執りうる国立の施設（施錠・精神科医在勤）に移されることもあるとのこと（新たに児童相談所・家庭裁判所
の関与要）。課長によれば，少年院のちょっと緩くなったものだけれど，枠のある生活を強いられて自由度は低く，
少年院に近い施設ではあるということでした。
　広島学園の大きな変化として，児童が入居する寮が，小舎夫婦制から交替勤務制へ移行したことが挙げられま
した。以前は，指導員の夫婦が小寮に居住し，児童と２４時間生活を共にして生活の世話と指導を行うという形
態でしたが，夫婦指導員を募集しても応募がないことから，平成７年に移行したということです。その機に，寮も現
在の形に建て替えられました。
　現在寮舎は，男子寮２，女子寮１，特別寮１（新入者用等），入所児童は２２名（定員７０名）います。
　参加者からの質問に課長が答える中で，施設の実情の一部を知ることができました。
　施設には小学生も入所しています。甘えたい児童に対して指導員は身体接触はしないという方針で，就寝前に
宿直の指導員が個別にじっくりと話しを聞くということで対応しているとのことでした。
　暴れる児童もおり職員が骨折したこともあるが，平静なときに周囲に認められるような方法で感情の発散をする
よう地道に指導しているという。それでも問題が繰り返されるようだと，国立の施設への移管（児相・家裁関与）
を検討するそうです。
　参加者から，担当した少年が元学園生であったが，親が勝手に連れて帰り戻さなかったという事例が報告され
ました。課長によれば，施設入所は最終的には親の同意が必要で，親が同意を撤回したら入所を継続させること
は難しいということでした。
　また，児童よりも親の方が問題で，親の指導が必要との意見もありました。課長によれば，親子の宿泊面会を
特別寮で実施する中で，お互いに言えなかったことを言えるようになり，関係修復に繋がる場合もあるということで
した。しかし，親への指導には限界があり，児童の方が変わる可能性が大きいので，その指導を重視しているとい
うことでした。
　児童の卒業学校名についても質問がありました。学園ではもみじ学校に在籍していても卒業時には原籍校に戻
るので，高校進学時の内申書には原籍校名が記載されるということです。入試において，不利益を受けることがな
いように配慮されているということでした。
　見学時児童は授業中，学校は工事中，コロナ感染予防等の観点から，校内の見学はできず児童を遠目からでも
見ることはできませんでした。参加者からは，そのことが残念であったという感想が述べられていました。
　昼食は西条ＨＡＫＵＷＡホテルで戴きました。ホテルでの食事は，お刺身が美味しいと大好評でした。
　昼食後，東広島地区保護司会との交流会を同ホテルで１時間30分実施しました。東広島地区からは会長，事
務局長，総務担当，会計担当者の４名が出席されました。東広島地区の組織は，総務部など５部会，西条町など
９町の町分会にそれぞれ会員が属し，活動をしていました。
　交流会は時間の制約もあり，事前に質問事項を送付させてい
ただき，質疑応答形式で実施しました。サポートセンターの運営
方法，部会活動，町（分会）活動，研修会出席率向上対策など
盛りだくさんの応答で，あっという間に交流会が終了しました。
　帰路のバスの中，上野研修部会長の司会で参加者から，それ
ぞれ感想が発表され，有意義な１日が終了しました。
　来年の現地研修は，１泊２日の研修が予定されていますの
で，会員の皆様の参加を期待しています。

　平成23年12月１日付で保護司に委嘱されて11
年が経過しました。令和５年11月末をもって、
満齢退任になる予定です。
　私に保護司を薦められたのは、保護司の大先
輩の村上秀雄氏が私の友人（同級生）を指名
し、説得に行かれましたが、その友人は、たま
たま、65歳になったばかりで保護司の委嘱の条
件が合わず、早生まれの64歳であった私のとこ
ろにおはちが回って来ました。大先輩や友人の
頼みでもあり引き受けることにいたしました。
　また、説得にあたり「私たちの地区は、環境
もよく温厚な人たちが多く、犯罪も少なく、対
象者を受け持つことは殆どない」とのことでし
た。
　ところが、１人目は、平成24年10月には、懲
役３年でしたが、刑期終了前３か月で仮釈放と
なった他町の対象者を生活環境調整と保護観察
を同時に引き受けることになりました。
　２人目は、保護観察期間平成27年１月から平
成31年１月の対象者（青森県）が仕事の都合で
28年８月に因島に転勤してきたため、私が残り
の期間を受け持つことになりました。ところ
が、12月に他の地域に仕事の都合で転勤となり
５か月で担当を終えました。
　３人目は、長崎県の佐世保から因島に仕事の
関係で来ていた52歳の対象者を平成29年１月か
ら受け持つことになりました。この人は、平成
９年ころから覚せい剤の所持と使用で数回刑務
所にお世話になっていました。初回の面接で
は、刺青が服から出ていて強面の人でしたが、
姿勢が良く質問には、しっかり受け答えをして
くれたので、心持安心して面接ができました。
ところが２月末に、この人も仕事と確定申告の
ため、佐世保に帰り２か月で終了しました。
　４人目は、平成30年８月から他地域の20代前

半の青年を令和２年７月まで３年間担当しまし
た。彼は両親が離婚して母親と２人暮らしでし
たが、出所してから親戚の紹介もあり、仕事に
就くことができました。勤務状態もよく仕事に
必要な資格は進んで取得し、草野球やビーチバ
レー・スノーボードなど身体を動かすことが好
きなようでした。事件を起こしたのは、彼女に
ちょっかいをかけた男性に暴力をふるい恐喝を
したためでした。少し短気なところがありました
が、収入は小遣い以外母親に預けており「もう
刑務所には行きたくない。将来、家庭を持ち、 
自分で事業をしたい。」とのことなので、「先
ずは資金をためること。人間、最初から丸い人
はいない。人生をいろんなことに挑戦し経験す
ることで三角から四角になり、角が取れて丸く
なっていくので頑張れ。」とアドバイスをした
こともありました。
　５人目は、令和３年３月に生活環境調査と10
月から保護観察を行いました。令和４年６月に
終わりましたが、20代後半の青年を担当するこ
とになりました。保護司になって、初めて担当
する地域の対象者を持ち、なんとなく親近感を
覚えました。
　他の保護司さんと比較すれば、この11年で担
当した件数は少なめだったかもしれませんが、 
地域の各種団体やこれまでの活動から引き継い
だ役職が多くある中で、「人との接し方や、相
手を思いやる気持ち」などはずいぶん成長させ
ていただいたと感謝しています。
　余すところ１年ですが、嬉しさの反面まだま
だ成長しなければと思う今日この頃です。

第４分会　村上　弘二

保護司の
記録
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第31回

　今回は、第１分会の高垣信雄さんに、
次の４項目についてお尋ねしました。
❶ あなたはどんな人ですか？
❷ ご家族は？
❸ あなたの信条・生活訓は？
❹ 保護司として、ご苦労なことは？

保護司のわ
環
輪

把話

和

第１分会　高垣　信雄
❶あなたはどんな人ですか？
　私は1947年（昭和22年）３月岡山県吉備郡真備町
川辺（現倉敷市）で生まれ、小学校２年の９月に山
波町に来ました。そのわけは父が国鉄職員で岡山の
清音駅にいて昭和29年に備後赤坂駅に移動したの
で父の故郷の山波町に住むようになりました。
高校は三原工業高校の建築科を出て岡山の建築会
社に就職しました。その時に出会った人が私の妻とな
り早いもので今年金婚式をむかえました。父親は一
級建築士を取らないと結婚はダメだと反対していた
けど昭和50年に一級建築士に合格し、父に安心して
もらい、私もホッとしました。仕事の方でも大きな仕
事を任せてもらい緊張があり充実感もありました。
私が関わった建物が広島県で約30棟あります。
　趣味の事ですが釣りとゴルフです。今は魚釣りにハ
マってます。釣った魚を妻に料理してもらい二人で一
杯やるのが私の至福の時です。

❷ご家族は？
　子供は男２人で長男は尾道、次男は横浜に居ま
す。孫は５人とも女の子なので家族全員揃 った時は
大変にぎやかで華やかなになります。今はコロナで会
えないけどまた家族みんなでワイワイできればうれし
いです。

❸あなたの信条・生活訓は？
　一生懸命するのが一番で、私の中ではよく働き、よ
く遊ぶが良いと思ってやってきました。

❹保護司として、ご苦労なことは？
　保護司を受けて、すぐ広島保護観察所から電話が
あり対象者を見てほしいとありました。初めての事で
わからないことばかりで面接をしました。それでも何
回か重ねるうちに、慣れてきて、面接の仕方が少しず
つ分かってきました。でも何人か見てきましたが一人
一人皆性格が違うのでその時その時が勉強でした。
退任までの期間しっかり頑張りたいと思います。

取材後記 　紅葉がきれいな晩秋の、11月11
日午前9時、高垣保護司さん宅を訪

間、案内された部屋に入ると、全国各地の有名な窯のぐ
い呑み・お猪ロ・盃 ・徳利などが特製のガラス戸棚３台
に整然と陳列されてあり目が釘付けになりました。
　これらは、北は北海道から九州まで旅をしたとき手に
入れたそうですが、骨董品【お宝】に価するものもあると
か！庭には蘭があり風蘭も別の場所に、これも趣味？
　また、釣りも趣味を超えてプロ並みのようです。研修会
では話題に出ない、ぐい呑み・蘭・釣り・旅の話等で大
いに盛り上り、時間が経つのを忘れるくらい楽しいひと
時となりました。
　大変お忙しい中ありがとうございました。

檀上正光・村上富行

　昨年、１１月３日（木）尾道駅前東御所緑地において、第４３回おのみち矯正展を無事に開催することが
出来ました。
　コロナ禍の影響から、３年ぶりに初めての別会場での開催となりましたが、天候にも恵まれ、約5,850名
（令和元年度1,900名）と予想を上回る多数の方のご来場を頂き、賑わいのある矯正展を開催出来たこと
に、大変感謝いたしております。
　矯正関係については、管内外５施設による刑務作業製品の販売、広島少年鑑別所による性格診断検査を
行い、入場口付近においては、尾道警察署様にご協力頂き、パトカー、白バイの展示が行われ、多数のお子
様が、写真撮影され、喜んでおられる姿が印象に残っております。
　多数の民間協力者方にご賛同頂き、尾道地区保護司会による更生保護への広報、尾道地区更生保護女
性会によるバザー、尾道市立大学による似顔絵、日本盲導犬協会による盲導犬の啓発活動、三軒家アパート
メントによるフリーマーケットや占い、おのみち手しごと市によるフリーマーケットや子供体験コーナー、あず
みの森によるチョコレート販売などが行われ、様々な年齢層の方々に楽しんで頂けている様子を伺うことが
出来ました。
　また、同日開催のベッチャー祭りにも会場内にご来場頂くことが出来、その日一番の大きな盛り上がりを見
せておりました。
　矯正施設の役割は、触法者に対して必要な働き掛けを行い改善更生に導き社会に還すことです。しかし、
社会復帰は容易ではなく、それぞれが社会の中で何らかの生きづらさを抱えている事も事実です。矯正展を
通じて、地域の皆様に矯正の現状理解につながり、彼ら、彼女らの社会復帰への架け橋となる事を願ってお
ります。
　今後も皆様のご協力の下、地域と共存していけるよりよい施設運営を目指して精進していく所存です。
　この度は誠にありがとうございました。
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第31回

　今回は、第１分会の高垣信雄さんに、
次の４項目についてお尋ねしました。
❶ あなたはどんな人ですか？
❷ ご家族は？
❸ あなたの信条・生活訓は？
❹ 保護司として、ご苦労なことは？

保護司のわ
環
輪

把話

和

❶あなたはどんな人ですか？
　私は1947年（昭和22年）３月岡山県吉備郡真備町
川辺（現倉敷市）で生まれ、小学校２年の９月に山
波町に来ました。そのわけは父が国鉄職員で岡山の
清音駅にいて昭和29年に備後赤坂駅に移動したの
で父の故郷の山波町に住むようになりました。
高校は三原工業高校の建築科を出て岡山の建築会
社に就職しました。その時に出会った人が私の妻とな
り早いもので今年金婚式をむかえました。父親は一
級建築士を取らないと結婚はダメだと反対していた
けど昭和50年に一級建築士に合格し、父に安心して
もらい、私もホッとしました。仕事の方でも大きな仕
事を任せてもらい緊張があり充実感もありました。
私が関わった建物が広島県で約30棟あります。
　趣味の事ですが釣りとゴルフです。今は魚釣りにハ
マってます。釣った魚を妻に料理してもらい二人で一
杯やるのが私の至福の時です。

❷ご家族は？
　子供は男２人で長男は尾道、次男は横浜に居ま
す。孫は５人とも女の子なので家族全員揃 った時は
大変にぎやかで華やかなになります。今はコロナで会
えないけどまた家族みんなでワイワイできればうれし
いです。

❸あなたの信条・生活訓は？
　一生懸命するのが一番で、私の中ではよく働き、よ
く遊ぶが良いと思ってやってきました。

❹保護司として、ご苦労なことは？
　保護司を受けて、すぐ広島保護観察所から電話が
あり対象者を見てほしいとありました。初めての事で
わからないことばかりで面接をしました。それでも何
回か重ねるうちに、慣れてきて、面接の仕方が少しず
つ分かってきました。でも何人か見てきましたが一人
一人皆性格が違うのでその時その時が勉強でした。
退任までの期間しっかり頑張りたいと思います。
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　この度は誠にありがとうございました。
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　新年あけましておめでとうございます。
　長引く新型コロナの蟄居生活で昨年も表立った活動は特になかったのですが、実施した活動
について以下に述べさせていただきます。
　・対外行事への参加活動
５月27日　広島県保護司OB会 役員会に出席  所：広島保護観察所3階 研修室
６月27日　広島県保護司OB会 総会に出席   所：ホテルセンチュリー21広島
７月２日　三原地区保護司会 社明運動に参加  所：三原リージョンプラザ　
11月３日　尾道刑務所 矯正展に参加   所：尾道駅前芝広場
　・対内行事への参加活動
５月11日　尾道地区保護司会 総会に出席   所：尾道国際ホテル　
５月26日　尾道地区雇用主会 総会に出席　   所：尾道ロイヤルホテル
６月22日　尾道地区保護司会 30回四者連絡協議会に出席 所：保護司サポートセンター
７月２日　尾道地区保護司会 社明運動外旋活動に参加 所：新浜スーパー エブリィ
　・本会 OB会行事の活動
４月19日　尾道地区保護司OB会 役員会開催  所：サポートセンター2階会議室 
５月31日　尾道地区保護司OB会 役員会開催  所：サポートセンター2階会議室
６月14日　尾道地区保護司OB会 総会開催   所：仕出しサトウ
７月29日　尾道地区保護司OB会 懇親会開催  所：きたまえ（ホテルα―1）
10月23日　３年ぶりの矯正展開催について会員への遊休品提供及び参加協力の要請書を配布
　・新年に当たって
　昨年はコロナ禍の中にも拘わらず工夫を重ねて頑張っておいでになるそれぞれの地道な活動
に触れさせて頂き、OB会も励まされました。
　今年の干支「癸卯（みずのとう）」の意味には、「これまでの努力が花開き実り始める事」
という縁起の良い意味があるそうですから、今年は飛躍の年として大きくあやからせて頂ける
よう、切磋琢磨し明るい地域社会作りに邁進いたします。
　引き続きよろしくお願い申します。

　令和４年の総会で会長をお引き受けし、新体制でスタートし半年以上がたちました。
　９月、社会を明るくする作文・標語選考会に更女から3名出席し選考会に臨みました。その中
で、子どもたちの、犯罪のない安心な社会を目指すため自分なりにどんな事が出来るのか、必
要なことは何か、家族で話し合ったりと真剣に考えている様子がひしひしと伝わりました。私
たち１人１人も行動に移さなくてはと、子どもたちに教えられた思いでした。
　今年度は、３年振りに更女の大きな活動である、おのみち矯
正展が開催されました。久しぶりに皆で動けることに、笑顔で
キビキビとした様子にこれが更女の本来の姿とたのもしく思い
ました。会場にお越し頂いた方々、特に子どもたちの笑顔に少
しずつではありますが前進しつつあると感じ明日への力を頂き
ました。無事に終えられましたのも、保護司会、雇用主会、
OB会の皆様のご協力、ご支援に心よりお礼申し上げます。
　また、１１月１１日には、広島県更生保護功労者顕彰式に出
席いたしました。更女からは１１名の方々が受賞されました。
これも一重にご家族のご理解、協力があってのこととお礼申し
上げます。
　１１月２８日には、広島平和記念資料館等へ、世界中が戦争
のない平和な日が１日も早く訪れることを願って広島への研修
旅行を実施しました。会員の皆さんと共に歩む更生保護女性会
でありたいと思っています。
　これからもご支援、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

　尾道地区協力雇用主会の８月からの活動報告をさせて頂きます。
　８月６日に役員会を開き、三原地区協力雇用主会との交流研修会、矯正展、親睦ゴルフ大
会、研修旅行などの事業計画の実施について協議しました。それぞれコロナ感染症の様子を見
ながら判断するということで、ゴルフ大会については９月中旬に開催を決定、少人数ですが
１１月１９日好天に恵まれ、楽しく行いました。三原地区との交流研修会と研修旅行は受け入
れ先の状況などを探りながら検討を重ねていましたが、本年度は難しい状況です。
　また、三谷副会長、河尻幹事の退任に伴う役員補充のことも話し合い、保護司会の黒瀬正人
様に雇用主会へ入会していただき副会長になって頂くことに、現在監査の寺田洋芳様に幹事を
引き受けて頂き、その後任の監査を山本浩矢様にお願いすることと決まりました。
　また、１１月２１日には新役員も参加の役員会を開き、次年度に向けての方針を話し合いを
行いました。
　保護司会の皆様、更生保護女性会の皆様には引き続きのご支援を宜しくお願い申し上げます。

尾道地区更生保護団体コーナー
尾道地区更生保護女性会

　　会　長　杉原　静子更生保護女性会だより OB会だより

雇用主会だより 尾道地区協力雇用主会

　事務局長　福岡　輝行

尾道地区保護司OB会

　　会　長　宇根本　忠信

懇親会開催 7月29日 於：きたまえ
（ホテル α―1）

総会開催 6月14日 於:仕出しサトウ
尾道地区保護司会長：木村修二様
尾道地区更生保護女性会長：杉原静子様
尾道地区雇用主会長：山本勇様のご臨席を頂きました
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尾道地区保護司会ホームページ開設
尾道地区保護司会ホームページ委員長　内海　一彦

　ホームページ作成委員会は、令和４年
３月より毎月の会合を経て、ホームペー
ジを作成しました。
　そして、９月26日の研修会で、「尾道
地区保護司会ホームページ」の開設をお
知らせいたしました。
　是非、このホームページを御閲覧いた
だき御意見をお寄せ下さい。

保護司会ホームページ作成ガイドライン
１．ホームページ作成に関わっては、ホームページ作成委員で協議した内容を作成する。
　　・ホームページ作成委員は、会長・事務局長・事務局次長・作成委員長・各分会から 1名ずつの
　　　８名で構成する。
　　　　　　　　　　
２．作成したページの最終確認は、会長が行う。

３．ホームページ作成委員会は、原則月 1度開催しホームページの更新について協議する。

４．作成に関して留意すること
　　・尾道地区保護司会の活動を紹介する。
　　　　常に好意的な人が、閲覧するとは限らない点に配慮が要る。
　　・プライバシーの保護
　　　　個人情報を公開しない。本人の了解を得る。　
　　　　（固有名詞・対象者に関すること・内容から本人が特定される可能性がある場合等）
　　・肖像権の保護（写真の扱い）
　　　　個人がクローズアップされるような写真は、本人の了解を得る。
　　　　小さく映っている場合、マスク着用している場合などは可とする。
　　・人権の保護
　　　　差別的表現の禁止

https://onomichihogoshikai.com

新任保護司の紹介（令和４年12月1日付委嘱）よろしくお願い致します新任保護司の紹介（令和４年12月1日付委嘱）よろしくお願い致します

第２分会

西原  宏明
にしはら   　  ひろあき

❶趣味

❷好きな言葉

❸健康法

❹保護司感

自転車・散歩

一期一会

サイクリング・ウォーキング

社会を支える大切な役割だと

思います。皆様のご指導ご鞭

撻よろしくお願いします。
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自転車・散歩

一期一会

サイクリング・ウォーキング

社会を支える大切な役割だと

思います。皆様のご指導ご鞭

撻よろしくお願いします。

女性保護司
交流会
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第四分会　村上　恭子村上　恭子村上　恭子村上　恭子村上　恭子村上　恭子村上　恭子村上　恭子村上　恭子村上　恭子第四分会　村上　恭子

　令和４年11月21日（月）に手島常俊会員が住職を務める、臨済宗佛通寺派　萬年山　興福寺に
て女性保護司意見交流会を開催しました。
　せっかく橋を渡って第４分会に来て下さるので、シトラスパーク公園から手島常俊会員の説明を
聞きながら、瀬戸内海の島々を見て頂き、その後は興福寺で坐禅体験もさせて頂きました。
　坐禅体験中に警策で叩いてもらった方もいらっしゃり、「スッキリ」したと話していらっしゃい
ました。
　その後は自らの経験からくる疑問や相談を行い、経験者からの助言を頂いたり、各自の意見を述
べる等具体的な活動経験を自分の物として得る事が出来ました。
　皆さんのご意見をお聞きすると、自分の保護司活動に自信を持つ事が出来ました。
　また、今回の意見交流会を経験して、感じた事がもう一つあります。
　対象者との面接はとかく自宅での面接が多くなりますが、可能であれば対象者と一緒に坐禅体験
をして、共有できる体験で打ち解けるきっかけを作ったり、その感想を聞きながら、更正に役立て
る話が出来れば良いな、と思いました。
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第４分会　槇村　廣郎第４分会　槇村　廣郎
　夜空に輝く星々，「星が出ているなあ。」と感じることはあると思いますが，まじまじと星を見
ることは少ないのではないでしょうか。小学校の時に，北斗七星，カシオペア座，といった星座の
学習はした覚えがありますが，それ以降よっぽど星や星座に興味がない限り，なかなか星について
学ぶことはありません。私もそうでした。
　私は小学生のころから学校の先生になりたいと思っていました。夢が叶い，中学校の理科の教員
になることができました。中学校の理科は物理・化学・生物・地学と全分野の指導を行う必要があ
ります。地学分野では天気や地震，岩石，地層などの他，天文分野（星）の指導も行わなければな
りません。そこで，教員になってから学習のやり直しです。すると面白くなってきたのです。「好
きこそものの上手なれ」で天体望遠鏡も購入し，様々な書物を読みました。指導者の意欲は子ども
たちに伝わると思います。当時「必修クラブ」という時間があったので，「天文部」もつくって担
当しました。
　天文部では，星や星座の話をしたり，星座の絵を描かせたりしました。今でもその当時の生徒が
描いた絵を星空観察会などで活用しています。天文部の生徒は今や50歳前後になっています。
　最近話題の皆既月食ですが，1982年12月の皆既月食の様子を５分おきに同じフィルムに撮影した
こともあります。1986年に地球に接近したハレーすい星も撮影しました。肉眼ではほとんど見えな
かったのですが，写真には尾が写っていました。
　そうしているうちに，瀬戸田町子ども会連合会キャンプでの星空観察会の依頼があり，一般に対
する星空観察会が始まりました。今から30年くらい前の話です。それから中止の年はありました
が，ずっと続いています。
　私が特に思い出に残っているのが，生徒による星座写真の撮影です。あらかじめ星空観察会で星
座の見つけ方を説明しておき，その後生徒一人一人に一個改造したレンズ付きフィルム（使い捨て
カメラ）を渡し，家で星座を見つけ撮影させました。写っている星座から確かに星座を見つけるこ
とができていることを確認しました。生徒は100人以上いましたが，全員がそれは見事な星座写真を
撮影してきました。みんなで感動したのを覚えています。
　現在では瀬戸田や因島の複数の公民館講座で一般向けの星空観察会を実施しています。小学生か
らお年寄りまで参加してくださり喜んでいただいています。
　他には，現在勤務しているおのみちバスが運営している放課後児童クラブや尾道市生涯学習課，
因島図書館主催の星空観察会も実施しています。作成したオリジナルの星座図もおのみちバスに印
刷していただいて，星空観察会で活用しています。皆さんと一緒に楽しむことができる星空観察会
は私のライフスタイルになっています。青少年健全育成の取り組みはもちろんですが，皆さんが少
しでも心豊かな人生が送れたらと願っています。
　最後に，時々夜空を見上げて星や星座を見つけてはホッとしたひと時を過ごしてみませんか。時
間が許せば私はどこにでも行ってお話ししますよ。

生徒が使い捨てカメラで撮影した星座写真 星空観察会での様子
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　そうしているうちに，瀬戸田町子ども会連合会キャンプでの星空観察会の依頼があり，一般に対
する星空観察会が始まりました。今から30年くらい前の話です。それから中止の年はありました
が，ずっと続いています。
　私が特に思い出に残っているのが，生徒による星座写真の撮影です。あらかじめ星空観察会で星
座の見つけ方を説明しておき，その後生徒一人一人に一個改造したレンズ付きフィルム（使い捨て
カメラ）を渡し，家で星座を見つけ撮影させました。写っている星座から確かに星座を見つけるこ
とができていることを確認しました。生徒は100人以上いましたが，全員がそれは見事な星座写真を
撮影してきました。みんなで感動したのを覚えています。
　現在では瀬戸田や因島の複数の公民館講座で一般向けの星空観察会を実施しています。小学生か
らお年寄りまで参加してくださり喜んでいただいています。
　他には，現在勤務しているおのみちバスが運営している放課後児童クラブや尾道市生涯学習課，
因島図書館主催の星空観察会も実施しています。作成したオリジナルの星座図もおのみちバスに印
刷していただいて，星空観察会で活用しています。皆さんと一緒に楽しむことができる星空観察会
は私のライフスタイルになっています。青少年健全育成の取り組みはもちろんですが，皆さんが少
しでも心豊かな人生が送れたらと願っています。
　最後に，時々夜空を見上げて星や星座を見つけてはホッとしたひと時を過ごしてみませんか。時
間が許せば私はどこにでも行ってお話ししますよ。

生徒が使い捨てカメラで撮影した星座写真 星空観察会での様子

活 躍 保 護 司 さ ん
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書 ●書　　手島　常俊

絵　画 ●画　OB  田中 　功

書書 ●書　　手島　常俊手島　常俊

紅葉の今高野山

　　　　　　「ある夏の記憶」
夏の強烈な太陽に照らされた、ある廃校の校庭。
校庭に大きな桜の木の陰、井上陽水の「少年時代」
を思い出す

「至誠」
極めて純粋に誠実であること。またその真心。

至誠にして動かざるものは、未だこれ有らざるなり。
　　　　　　　　　　　　　　　　by 吉田松陰
（意味）精一杯の真心で相手に接すれば、それで

心が動かされない人はいない      

写　真 ●写真
  OB  内海　一彦

陶　芸 ●作陶
  OB  小川 曉德

（監修 木村修二）（監修 木村修二）
◯●◯囲碁入門講座 第19回（尾道市の市技「囲碁」）●◯●

《花器》

　尾道大学で囲碁講師を
している山本賢太郎五段
が令和４年８月に六段に
昇段されました。誠にお
めでとうございます。
　今回は、囲碁サミット
2022 IN 尾道で講演され
ました藤澤ー就八段から
寄贈していただいた本か
らの抜粋です。
　布石を考え、序盤の戦
い方の手本にして くだ
さい。
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事務局だより
１. 新任保護司のお知らせ（令和４年 12月１日委嘱）

２. 会員のご家族訃報のお知らせ

３. 研修会等の予定

４. 合同新年互礼会について

５. 予算編成会議

６. 理事会

７. 広島県更生保護協会員の募集について

第２回自主研修会
　日　時：令和５年１月12日（木） 15：00～
　場　所：尾道国際ホテル
　講　師：山田広島観察所長　
　テーマ：未定

第３回定例研修会
　日　時：令和５年３月24日（金） 13：30～
　場　所：尾道市民センターむかいしま 大会議室
　講　師：花岡観察官
　テーマ：「事例研修について」

本年も協賛会員・普通会員の寄付者の募集を行っています。
何卒よろしくお願い致します。

　日　時：令和５年１月12日（木） 17：00～
　場　所：尾道国際ホテル

　日　時：令和５年１月23日（月） 13：30～
　場　所：更生保護サポートセンター

　日　時：令和５年２月16日（木） 13：30～
　場　所：更生保護サポートセンター

第２分会 西原宏明 尾道市向東町
分会 氏　名 住　所

第１分会 野田佳裕 実母（智枝様） 令和４年10月28日　享年97歳
第４分会 星野光男 実父（奉正様） 令和４年10月７日　享年80歳
分会 氏　名 続　柄 没　年　月　日

　謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
　おかげをもちましてここに「会報」76号をお
届けすることができました。
　記事を寄せてくださった方々、写真を提供
してくださった方々、その他関わってくださっ
た方 に々心より感謝し御礼申し上げます。
　昨年は終盤までウクライナ戦争、新型コロ
ナ、円安、物価高に翻弄され、ため息が出る
ばかりでした。本年こそは皆様の暮らしが安
心して明るく笑みがたくさん出るものになりま
すよう心よりお祈りいたします。
　また皆さんより本誌へのご感想をお待ちし
ております。今後ともさらに内容を充実させる
べく広報部員一同工夫、努力してまいります。
どうぞ宜しくお願いいたします。厳冬の折、皆
様におかれましてはくれぐれもご尊体ご自愛く
ださいますようお祈りいたします。

（手島 常俊）

あとがき

タイトル「朝の喜び」
　御調圓鍔記念館の前
から、朝日の昇った時
の写真です。
　霧がたなびき、気持
ちの良い朝日でした。

撮影：保護司 内海 一彦
表紙写真
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活　動　風　景 2022年
８～12月

8/17 研修部会 9/8 作文・標語コンテスト選考会

10/20 現地研修 11/3 矯正展 11/10 保護司会ゴルフ大会

11/11 顕彰式表彰 11/18 広報部会

10/4 第2分会社明街宣活動

11/21 女性保護司交流会

11/25 定例研修会 12/7 理事会 12/8 第2分会 研修会
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